
⼤学⼊試センターに「⼤学⼊試英語成績提供システム」を設け、⼤学⼊学者選抜における
資格・検定試験の活⽤を⽀援（「資格・検定試験」の成績を⼀元的に集約し、要請のあった⼤学に提供）

受験⽣
⼤学⼊試センター

資格・検定試験
実施主体

⼤ 学

①共通ＩＤ
の申込み

②共通ＩＤの発⾏ ⑥⼤学出願

③ 受験申請
（共通ＩＤを使⽤）
④ 受験資格・検定試験の

成績を⼀元的に
集約・提供

⑦成績送付要請
⑧成績提供
（当該年度分(４〜12
⽉) の２回までの結果
を⼤学に提供）※

⑤ 成績の送付

成績証明書
取得等の
負担軽減

＜⼤学における活⽤例＞

・ 資格・検定試験での⼀定⽔準以上の成績を受験資格とする

・ 資格・検定試験の結果に基づき、⼤学⼊学共通テストの英語の成績に加点

・ 資格・検定試験の結果に基づき、個別試験における加点・みなし満点等

・「総合型選抜・学校推薦型選抜」における評価材料として活⽤

事務作業の
効率化

「⼤学⼊試英語成績提供システム」について＜活⽤イメージ＞

※本システムによる成績情報は、⼤学⼊学共通テストを利⽤しない⼊学者選抜、総合型選抜、学校推薦型選抜でも利⽤可能。

※ 12⽉実施分については、成績情報の集約・確
認・提供に要する期間を考慮し、⼀定の範囲に
限定。
※ 例外措置については、「⼤学⼊学共通テスト実
施⽅針（追加分）」（平成30年８⽉⽂部科
学省公表）を参照。
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